
   1

第Ⅳ章 3(4) 参考資料 

【河川防災ステーションの機能と転用】 
災害時に必要な施設機能       ⇒       平常時への転用  
 
水防基地（防災の駅） 
・水防センター 
情報センター                防災学習センター、川の博物館、 
待機所              ⇒    各種博物館、川づくり関連施設、 
備蓄・資材倉庫               道の駅、レストハウス 等 
・ヘリポート 
倉庫 
・水防活動スペース 
駐車場 
車両交換場所 
水防活動ヤード          ⇒    施設 ,公園駐車場、広場 
多目的スペース 
・備 蓄 
土砂の備蓄                 公 園、多目的広場、 
異形ブロックの備蓄        ⇒    ブロックの迷路 等 
竹木植栽 

 
【一般的な河川防災ステーション策定への検討フロー】 …直轄河川のケース 
 
 
 

  全流域防災拠点の把握  

 
 過去の災害記録の検索  

 
 破堤上限値以上の破堤の想定  

高規格堤防整備検討区域と計画の把握

三者の上限値により導入施設、設備および備蓄量を検討  

施 設 配 置 計 画 の ゾ ー ニ ン グ 

河 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン 整 備 計 画 案 の 策 定 

府・県の水防計画 
（指定・その他管理団体基準） 

河川防災ステーション整備

要綱 

都市骨格軸・広域交通動線・河川

を軸とした文化活動の状況把握 

敷地条件及び周辺状況の把握 
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参考資料 2 

【調査手順の詳細メニューフロー】 

 
 
 
 
 

河川防災ステーションの検討 

過年度の経緯と超過洪水対策の関係、前提条件の整理

他 事 例 調 査 流域現況調査 
① 社会的条件(人口,産業,土地利用,主要施設,交通) 

② 防災関連(防災施設整備状況,災害履歴,防災体制) 

③ その他都市施設(まちづくり/施設整備,緑地系統, 
コミュニティー) 

流域特性の整理 
河川防災ステーション機能の整理  

①  地域防災計画・水防活動計画

②  緊急輸送道路計画  

③  水防上有用な箇所  

④  防災関連施設分布  

⑤  都市施設等関連施設整備計画

河川防災ステーション必要性の検討 
①  流域特性から見たゾーニング  

②  防災施設 ,防災体制と河川防災ステーショ

ンのカバーゾーンと必要性  

河川防災ステーションの立地条件検討

河川防災関係施設全体計画の中での防災ステーションの位置づけ整理 

整備候補地点の抽出 

前提条件の整理(敷地条件・施設導入機能・周辺条件) 

個々の河川防災ステーションの位置づけ整理  
①  河川防災ステーションの役割分担  

②  導入すべき機能・施設  

③  規模  

施設配置計画イメージ(平面 ,横断イメージ図・事業費概算) 

河川防災関係施設全体計画の見直しもしくはまとめ 

利用計画の検討(平常時・災害時) 

河川防災ステーション整備計画の策定へ 
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参考資料 3 武庫川における重要水防箇所 

河川名 岸 
番

号 
延長 
ｍ 地   点  危険理由 対策工法

危険

ランク

左 1 1,700 篠山市当野～真南条川合流点 堤防断面 積土俵 Ｂ 
本川 

右 2 1,700 〃 〃 〃 〃 
左 5 2,000 溝口地内市道溝口橋～上流端 堤防高 積土俵 Ｂ 

相野川 
右 6 2,000 〃 〃 〃 Ｂ 
左 7 200 JR 福知山線橋梁～市道福島新橋 堤防高 積土俵 Ａ 

大池川 
右 8 200 〃 〃 〃 Ａ 
左 9 400 市道久保橋～市道芝井谷橋 堤防高 積土俵 Ａ 

山田川 
右 10 400 〃 〃 〃 Ａ 
左 11 1,800 山田滑谷ダム上流～市道砥石橋上流 〃 〃 Ａ 

〃 
右 12 1,800 〃 〃 〃 Ａ 
左 13 1,800 県道下所橋下流～県道清原橋上流  堤防断面 〃 Ａ 

〃 
右 14 1,800 〃 〃 〃 Ａ 
左 15 600 木器字大掛地内～市道坂本橋 堤防高･断面 積土俵 Ｂ 

羽束川 
右 16 700 〃 〃 〃 Ｂ 
左 17 1,000 市道中河原橋～上流端  堤防高･断面 積土俵 Ａ 

波豆川 
右 18 1,000 〃 〃 〃 Ａ 
左 

19 900 
上唐櫃橋下流 200ｍ地点～平見川合流点 堤防高･水衝洗

掘 
積土俵 Ｂ 

有野川 
右 20 900 〃 〃 〃 Ｂ 
左 21 900 奥山川合流点～上唐櫃橋 〃 〃 Ｂ 

〃 
右 22 900 〃 〃 〃 Ｂ 
左 23 600 八多川合流点～有野町境 工作物･堤防高 〃 Ｂ 

〃 
右 24 600 〃 〃 〃 Ｂ 
左 25 700 有馬川合流点～鼓橋上流 水衝洗掘 積土俵 Ｂ 

滝川 
右 26 700 〃 〃 〃 Ｂ 
左 27 500 有馬川合流点～杖捨橋上流 水衝洗掘 積土俵 Ｂ 

六甲川 
右 28 500 〃 〃 〃 Ｂ 
左 29 1,000 西宮市境～有馬川上流六甲川合流点 水衝洗掘 積土俵 Ｂ 

有馬川 
右 30 1,000 〃 〃 〃 Ｂ 
左 

31 800 
宮前橋～長尾川合流点  工作物 積土俵･月の

輪 
Ａ 

〃 
右 32 1,100 〃 〃 〃 Ａ 
左 

33 500 
春日橋～宮前橋 工作物 積土俵･月の

輪 
Ｂ 

〃 
右 34 400 春日橋上流～宮前橋 〃 〃 Ｂ 
左      -- 

〃 
右 35 100 春日橋上流  堤防高 積土俵 Ａ 
左 36 300 滝本橋～島本橋 堤防高 積土俵 Ａ 

波豆川 
右 37 300 〃 〃 〃 Ａ 

 

は武庫川づくりに関連する箇所を示す
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河川名 岸 
番

号 
延長 
ｍ 地   点  危険理由 対策工法

危険

ランク

左 38 200 武田尾橋上流 100ｍ～武田尾温泉  堤防高 積土俵 Ａ 
本川 

右 39 200 〃 〃 〃 Ａ 
左 40 300 僧川合流点～温泉橋 〃 〃 Ａ 

〃 
右      -- 
左 41 500 国道 176 号線～荒神橋  堤防高 積土俵 Ａ 

荒神川 
右 42 500 〃 〃  Ａ 
左 43 1,600 武庫川合流点～月見橋(宝塚市宝梅 2 丁目) 堤防高 積土俵 Ｂ 

支多々川 
右 44 1,600 〃 〃 〃 Ｂ 
左 45 1,200 西田川橋～国府橋 堤防高 積土俵 Ａ 

大堀川 
右 46 1,200 〃 〃 〃 Ａ 
左 51 200 阪急宝塚線～福寿橋 堤防高 積土俵 Ｂ 

勅使川 
右 52 200 〃 〃 〃 Ｂ 
左 53 100 阪急宝塚線～西国橋 堤防高 積土俵 Ｂ 

足洗川 
右 54 100 〃 〃 〃 Ｂ 
左 55 530 荻野橋下流 200ｍ～荻野小橋上流 100ｍ 堤防高 積土俵 Ｂ 

天神川 
右 56 530 〃 〃 〃 Ｂ 
左 57 315 速仙橋直下流～大池橋直上流 要新堤防 積土俵 Ｃ 

〃 
右 58 270 速仙橋下流 13ｍ～大池橋上流 45ｍ  〃 〃 Ｃ 
左 59 154 桃源橋上流～御坊橋下流 要新堤防 積土俵 Ｃ 

天王寺川 
右 60 188 桃源橋上流 10ｍ～天神橋上流 43ｍ  〃 〃 Ｃ 
左 61 300 西宮市塩瀬町青葉台～西宝橋上流  〃 〃 Ａ 

本川 
右 62 1,000 太多田川合流点～名塩川合流点 〃 〃 Ａ 
左      -- 

〃 
右 63 1,200 観音寺川合流点～森興橋 堤防高 積土俵 Ａ 
左 64 2,100 宝塚観光ダム～JR 福知山線 堤防高 〃 Ｂ 

〃 
右 65 500 宝塚観光ダム～宝来橋  〃 〃 Ｂ 
左 66 3,450 百間樋井堰～宝塚観光ダム 要堤防高 積土俵 Ｃ 

〃 
右 67 3,450 〃 〃 〃 Ｃ 
左 68 700 伊丹市界～百間樋井堰  堤防高 積土俵 Ｂ 

〃 
右 69 270 宝塚市界～百間樋井堰  〃 〃 Ｂ 
左 70 700 名塩市道橋～国道 176 号水内橋 堤防高 積土俵 Ａ 

名塩川 
右 71 700 〃 〃 〃 Ａ 
左 72 1,000 宝塚市仁川北 3丁目～西宮市仁川町 6丁目 堤防高 積土俵 Ａ 

仁川 右 
73 1,000 

西宮市仁川町 3 丁目～西宮市仁川百合野
町 

〃 
〃 Ａ 

左 74 1,800 甲武橋～伊丹市界 堤防高 積土俵 Ｂ 
本川 

右 75 2,230 甲武橋～宝塚市界 〃 〃 Ｂ 
左 76 3,000 JR 東海道線～甲武橋 〃 〃 Ａ 

〃 
右 77 3,000 〃 〃 〃 Ａ 
左 78 2,400 阪神電車～JR 東海道線  〃 〃 Ｃ 

〃 
右 79 2,400 〃 〃 〃 Ｃ 




